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■次のポイントはどこだろう？ （町民オリエンテーリング）

言
●在宅福祉をバックアップ

在宅介護支援センターってどんなところ？



在宅介護

在宅福祉をバックアッフ゜
わ
が
国
は
世
界
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
で
も
高
齢
化
は
着
実
に
進
行
し
、
家
庭
で
介
護
を
必
要
と
す
る
お
年
寄
り
の
数
も
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
家
庭
や
介
護
さ
れ
る
方
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
よ
う
と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
三
本
柱
と
し
て
位
置
つ
け
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
洗
町
が
実
施
主
体
と
な
り
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
事
業
を
大
洗
海
岸

病
院
に
委
託
し
、

2
月
1
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

24
時
間
体
制
で
介
護
の
悩
み
や
困
り
こ
と
な
ど
在
宅
福
祉
に
関
す
る
総
合

的
な
相
談
に
応
じ
、
在
宅
介
護
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
派
遣

心
身
に
障
害
や
傷
病
等
に
よ
り
、
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
お
お

む
ね
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
い
る
家
庭

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
主
な
内
容
／
食
事
や
衣
類

の
洗
濯
、
住
居
の
掃
除
、
買
い
物
な
ど

家
事
に
関
す
る
こ
と
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
ま
た
、
移
動
入
浴
車
に
よ
る
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

費
用
／
生
計
を
維
持
す
る
方
の
所
得
に

応
じ
て
1
時
間
あ
た
り
、
最
高
で
9
3

0
円
負
担
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
ま

た
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
や
病
弱
、
痴
呆
性
な
ど
で
介

護
が
必
要
な
お
お
む
ね
6
5
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ぬ
ま
苑
内
）

に
送
迎
し
、
日
常
の
動
作
訓
練
や
入
浴

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
日
帰
り
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
主
な
内
容
／
生
活
指
導
や

日
常
動
作
訓
練
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど

費
用
／
食
事
な
ど
の
実
費
負
担
分
と
し

て
1
日
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
ま

た
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
が
、
病
気
や
介
護
疲
れ
、
冠

婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
の
理
由
で一

時
的

に
家
庭
で
の
介
護
が
出
来
な
い
場
合
に

短
期
間
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
で

お
世
話
し
ま
す
。

利
用
期
間
／
原
則
7
日
間
、
た
だ
し
必

要
に
応
じ
延
長
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
費
用
／
食
事
相
当
分
の
負
担
と
し
て
、

1
日
2
、
1
9
0
円
(

4

月
改
正
予
定
）

申
し
込
み
／
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
／
福
祉
課
ま
た
は
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー

'98.3.5 広報おおあらい (2) 
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在宅介護支援センター

社会福祉士平澤久美子さん

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
そ
の

家
族
が
い
つ
で
も
気
軽
に
介
護
の
方
法

や
健
康
管
理
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
保
健
•
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

大
洗
町
が
実
施
主
体
と
な
り
、
大
洗
海

岸
病
院
に
事
業
の
運
営
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
事
務
室
は
病
院
新
館
1
階
に
あ

り
、
社
会
福
祉
士
1
名
と
看
護
婦
1
名

が
常
勤
。
併
設
す
る
病
院
と
の
連
携
に

よ
り

24
時
間
体
制
で
福
祉
と
保
健
・
医

療
の
両
面
か
ら
、
在
宅
の
高
齢
者
と
そ

の
家
族
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
き
く
分
け
る
と
①
在
宅
介
護
に
関

す
る
電
話
相
談
、
面
接
相
談
②
家
庭
訪

問
に
よ
る
指
導
、
助
言
③
保
健

•

福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
④
介
護
機
器
の
展
示
お

●
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を
し

て
い
る
の
で
す
か
？

24時間体制
介護の悩みや困り事の相談所です

福祉課合(267)51 1 1内線154
在宅介護支援センター合(267)0130 

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

っ
て

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？ ヽ` n 

よ
び
使
用
方
法
の
指
涌
⑤
住
宅
改
造
の

相
談
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
専
門

家
に
よ
る
介
護
の
相
談
や
指
導
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
役
と
し
て
の
役
割
を
担

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
申
請
手
続
き
は
、
本
人
か
家
族

が
役
場
福
祉
課
ま
で
出
向
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
介
護
し

て
い
る
方
も
、
な
か
な
か
役
場
ま
で
申

請
に
い
く
よ
う
な
時
間
が
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
々
の
た
め

に
、
こ
の
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
そ

の
手
続
き
を
本
人
や
家
族
に
代
わ
っ
て

行
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

（
移
動
入
浴
車
派
遣
）
申
請
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事
業
利
用
申
請
、
日
常
生
活
用

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
役
と

は
、
ど
ん
な
活
動
で
す
か
？

塵時福祉特別給付金が

支されます

平成10年分所得税等の特別減税に関連

し、臨時福祉特別給付金 （福祉給付金、介

護福祉金、特別給付金）が支給されます。

該当されると思われる方には、支給申請

書をお送りします。3月25日までに必要

事項を記入し、福祉課まで提出して下さい。

なお、介護福祉金に該当する方 （平成9

年8月1日以前から寝たきり又は痴呆等の

状態にあるため常時介護を受けている65

歳以上の方）は、民生委員が調査いたしま

す。詳しくは福祉課までお問い合わせ下さ

い。

具
貸
与
申
請
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
設

置
申
請
、
自
動
消
火
器
設
置
申
し
込
み

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
相
談
や

老
人
ホ
ー
ム
入
所
申
請
の
相
談
、
手
す

り
や
ス
ロ
—

プ
を
付
け
る
な
ど
の
住
宅

改
造
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

在
宅
介
護
の
拠
点
と
し
て

気
軽
に
こ
相
談
下
さ
い

介
護
の
仕
方
や
介
護
で
悩
ん
で
い
る

方
、
介
護
に
疲
れ
た
と
き
な
ど
、
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

‘,̀ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に

利
用
し
豊
か
な
老
後
を

介
護
は
、
心
身
の
負
担
が
大
変
多
い

も
の
で
す
。
な
か
な
か
家
族
だ
け
で
は

支
え
切
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
社
会

的
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
充
実
し

た
介
護
を
支
え
る
た
め
に
、
高
齢
者
や

そ
の
家
族
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
の
高

い
生
活
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

豊
か
な
老
後
を
自
宅
で
過
こ
せ
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
を
上
手
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

在宅介護支援センター

看護婦平戸淑子さん
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します、様々 腐欄祉サービスを
宅福址） 疇して

ホームヘルパー派遣、ショートステイ、デイサービスのほかにも

町では様々な在宅ケアサービスを提供しています。

ベット（特殊寝台）
エアーマットの貸出
対象／寝たきりの高齢者

費用／無料

申込／福祉課（内線154)

車椅子の貸出
対象／旅行や通院等必要なとき

期間は、原則7日以内
費用／無料

申込／社会福祉協議会

（内線160)

｀
 

誤

9
し

こ

通

ら

ム

身

即

直

テ
雲
王
市
）

ス

発

で

霜

154

シ

疇
〖
疇
齢
線

報

碑

押

塁

g

通

心
勾
讐
望

夕

急

竺

ら

釦

乍

慣

緊

心

疇

暉

疇

餌

豆

給食サービス
個人の家へ月2回給食を配達します

対象／80歳以上の虚弱な一人暮
らしの高齢者

費用／無料

申込／社会福祉協議会

（内線160)

自動消火器の設置
熱を感知し自動的に消火剤を噴霧する自動消火器を設置し

ます

対象／おおむね65歳以上の一人

暮らしの高齢者や虚弱な高齢者世帯

費用／無料

申込／福祉課（内線154)

愛の定期便
一人暮らしの高齢者の安否確認を目的に

牛乳を配達します

対象／70歳以上の一人暮らしの高齢者
費用／無料

申込／福祉課

（内線154)

福祉タクシー
障害者老人等を医療機関に搬送するためのタクシ＿利用料

金の一部を助成します

対象／身障手帳l・2級、療育手帳R・A

：言置誓認`` 芦》
っ
者

m

言

国

て

者

負

捨

齢

部は

い
高
＿

布

項
勁
（

配
一
ご
巴

や

回

協

0

っ
図
□
畔

5

む

讐

直

会

内

お

襄

慣

屈

但

（

紙

麟

暉

餌

豆

保健婦による家庭訪問指導
血圧測定、生活指導、栄養指導、家庭看護指導を行います

対象／一人暮らし及び寝たきり

や虚弱な高齢者

費用／無料

申込／保健センター

（内線124)

｀

』`̀’ 

き

提

た

を

し

寝

ス

さ

し
ビ
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9
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共育読本

出発は家庭から

きらきら

っ

●
親
が
子
ど
も
の
要
求
や
願
望
を
処
理

す
る
に
当
た
っ
て
い
ち
ば
ん
大
切
な
の

は
、
幼
児
期
か
ら
、
思
い
ど
お
り
に
さ

せ
る
も
の
と
、
決
し
て
思
い
ど
お
り
に

さ
せ
な
い
も
の
と
が
あ
る
の
を
は
っ
き

り
と
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

（
「
母
の
貝
X
の
力
」
高
久
清
吉
著
よ
り
）

●
ぼ
く
、
い
つ
も
テ
レ
ピ
を
見
な
が
ら

r
」
は
ん
食
べ
て
い
た
ん
だ
よ
。
で
も
、

お
母
さ
ん
と
約
束
し
て
、
こ
は
ん
の
時

は
テ
レ
ビ
を
が
ま
ん
す
る
よ
う
に
し
た

ん
だ
よ
。
そ
う
し
た
ら
、
み
ん
な
に

「
お
り
こ
う
ね
」
っ
て
い
っ
ぱ
い
ほ
め

ら
れ
て
、
お
約
束
す
ー
っ
と
守
っ
て
い

る

よ

。

（

園

児

）

いいなあ

Vol. 12 

覇として子へのかかわり方しだいで一

がまんする心を育てる

た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
た
め
の
忍
耐
力

いま、小・中学生は

●3人に1人は何でも買い与える大人

■あなたはねだった物は買ってもらえますか

1.4 1.9 

二全部買ってもらえる

□□]だいたい買ってもらえる
亡□］あまり買ってもらえない
にコ 全く買ってもらえない

（平成8年大洗町小 ・中学生アンケート）

●
今
は
、
親
子
共
に
豊
か
さ
に
な
れ
過

ぎ
て
い
て
、
子
ど
も
に
が
ま
ん
さ
せ
る

場
が
な
く
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な

。

（

父

）

●
子
ど
も
が
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ
を
欲

し
が
っ
て
お
店
で
泣
き
だ
し
た
り
す
る

と
、
つ
い
買
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

つぶやき

そ
れ
で
、
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
に
な

っ

て

し

ま

う

。

（

母

）

●
「
だ
め
」
な
も
の
は
「
だ
め
」
と
き

ち
ん
と
子
ど
も
を
し
つ
け
ら
れ
な
い
親

が
増
え
て
い
ま
す
。
（
青
少
年
相
談
員
）

●
自
分
の
思
い
と
お
り
に
な
ら
な
い

と
、
手
足
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ
て
泣
い
た

り
、
ふ
て
く
さ
れ
た
り
、
人
の
せ
い
に

し
た
り
と
い
う
、
自
分
自
身
の
心
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
で
き
な
い
子
ど

も
が
い
ま
す
。
（
小
学
校
の
先
生
）

(5) 広報おおあらい '98.3.5 
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大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

「B
L
U
E
|
H
A
W
k
s
」
（
有
匿
浄

光
監
督
）
が
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ

れ
た
第

25
回
記
念
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド

・
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
全
国
大
会
の

高
校
の
部
で
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
（
文
部

大
臣
賞
）
に
輝
き
ま
し
た
。

「
B
L
U
E
|
H
A
W
k
s
」
は
、

5
年
連
続
12
回
目
の
全
国
大
会
出
場
。

こ
れ
ま
で
金
賞
を
3
回
受
賞
し
て
い
る

名
門
チ
ー
ム
が
念
願
の
全
国
制
覇
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

同
大
会
は

1
月
18
日
に
開
催
。
N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
「
秀
吉
」
の
テ
ー
マ
曲

を
主
題
に
し
た
「
太
閤
絵
巻

「秀
吉
」

で
大
会
に
挑
戦
。
生
徒
の
親
た
ち
が
デ

ザ
イ
ン

・
制
作
し
た
戦
国
武
士
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
身
に
ま
と

い
、
戦
国
絵
巻
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
ス

ト
ー
リ
—
性
の
あ
る
演
奏
と
演
技
で
来

場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
2
月
3
日
に
は
受
賞
記
念
演

奏
会
（
父
兄
会
主
催
）
が
、
ひ
た
ち
な

か
市
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
開

か
れ
、
会
場
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら
す

満
席
と
な
り
、
立
ち
見
ま
で
出
る
大
盛

況
。
高
校
日
本
一
に
輝
い
た
演
奏
・
演

技
に
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

大
洗
富
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

全
国
大
会
で
グ
ラ
ン
フ
リ
を
受
賞

大
洗
と
北
海
道
・
苫
小
牧
を
結
ぶ

ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
ラ
イ
ン
の
新
造

船
フ
ェ
リ
ー
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
．
つ

く
ば
」

(
l
2
,
3
0
0
ト
ン
）
が

1
月
2
9
日
に
就
航
し
ま
し
た
。
な
お
、

就
航
に
先
立
ち
1
月
2
8
日
に
は

一
般

公
開
を
実
施
し
、
家
族
連
れ
や
幼
稚

園
、
保
育
園
児
な
ど
約
3
0
0
0
人

が
訪
れ
、
熱
心
に
船
内
を
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

．
つ
く
ば
」
は
、

昭
和
62
年
に
就
航
し
た
「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
•
お
お
あ
ら
い
」
に
代
わ
る
フ

ェ
リ
ー
。
「
つ
く
ば
」
の
船
名
は
県

内
か
ら
公
募
さ
れ
た
8
0
0
適
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

◄

副
社
長
に
記
念
品
の
盾
を
贈
る
小
谷
町
長

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
•
お
お
あ
ら
い
」

は
2
月
か
ら
大
阪
ー
志
布
志
（
鹿
児

島
）
航
路
に
就
い
て
い
ま
す
。

「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

．
つ
く
ば
」
は
全

長
1
9
2
m
、
幅
2
7
m
と
運
行
す
る

ブ
ル
ー
ハ
イ
ウ
エ
イ
ラ
イ
ン
所
有
の

船
の
中
で
も
最
大
級
。
「
北
欧
・
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
」
を
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
船
内
は
、
居
住
性
を
重

視
し
、

2
等
和
室
を
除
き
す
べ
て
の

部
屋
で
羽
毛
布
団
を
採
用
。

フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
イ
ン
テ
リ
ア
や
民
芸
品
を

配
置
し
た
空
間
と
共
に
優
雅
な
船
旅

の
演
出
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

北
海
道
と
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
利
便

性
を
に
ら
み
貨
物
積
載
ス
ペ
ー
ス
を

増
や
す
な
ど
、
人
と
荷
物
の
両
面
を

見
込
ん
だ
新
造
船
で
す
。

大
洗
港
は
、
関
東
圏
と
北
海
道
と

の
物
流
と
観
光
の
拠
点
と
し
て
益
々

そ
の
地
位
を
固
め
て
い
ま
す
。

新
造
船「さ
ん
ふ
ら
わ
あ
・

つ
く
ば
」

就
航

'98.3.5 広報おおあらい (6) 



毎年恒例となっている水戸の梅むすめの皆さんが、

過日、表敬訪問に来て下さった。何時ものことではあ

りますが、今年はNHK大河ドラマ「徳川慶喜」の放映

もあってか、誘客に対する梅むすめの意気込みが強く

感じられた。そうした中で、去る2月21日、第1観梅

デーとして梅まつりがスタートした。初日の観光客は

「徳川慶喜」展示館の影欝もあってか78,000人、ま

た、「徳川陵喜」展示館には9,818人の入館者 (l月

l l日開館から2月26日現在の延べ入館者159,464 

人）があり、その出足も上々であるという。やはり、

大きなイペントとの関連は効果大であります。このよ

うに「徳川慶喜」展示館は来年3月末の閉館まで全国

各地からの観光客で賑わうであろうと思います。

展示館へ来たら必す我が町大洗の水族館や硲末と明

治の博物館、海洋博物館、マリンタワーを中心とした

港へと足を運んでもらおうと、関係者と一緒になって

大洗の売り込みに努めているところです。そこでお客

を迎え入れるには、ホテル、旅館、民宿の宿泊部門の

皆様や食堂、レストラン等の飲食店の皆様の心のこも

った接客と大洗の新鮮な海の幸の提供に向けて、関係

者共々更なるサーピスの向上に力を入れていただいて

いるところです。先の2月19日には観光協会（石井会

長）主催で接遇の心を学ぽうと専門的講師を招いて研修会が開かれ

120名という多くの皆様が熱心に勉強されました。

今は、あらゆる地域で地域振興につなげようと誘客に力をいれてい

ますし、また、知恵くらべの時代でもあり、このことでどんどん地域

間格差が付いていくような状況にあります。

私達の地域は、公共インフラの充実と恵まれた自然環境により年間

300万人からの来遊客を迎える素地ができています。また、温泉利用

の健康福祉センターや新水族館、ひたちなか地区との関連で、より観

光客を増やせる環境にありますが、町の魅力度を更に高めるためには、

まち全体のホスピタリティー（客のもてなしのよいこと）が大切であ

り、そのことを確立することによって、一層地域振興が図れるもの

と思っています。

．
 

町
の
シ
ン
ボ
ル
、
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

ー
が
1
月
2
4
日
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
装
は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「徳
川
慶
喜
」
の
放
映
に
よ
る
観
光
客

の
増
加
に
対
応
し
、
よ
り
多
く
の
方
々

に
茨
城
の
海
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

改
装
さ
れ
た
館
内
1
階
は
、
明
る
い

マ
リ
ン
ブ
ル
ー
に
塗
り
替
え
ら
れ
柱
に

も
イ
ル
カ
や
魚
の
絵
が
描
か
れ
、
海
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
立
体
的
に
動
く

6
種
類
の
海
水
魚
の
映
像
や
日
本
に
生

息
す
る
面
白
い
魚
を
紹
介
す
る
「
海
の

い
き
も
の
コ
ー
ナ
ー
」
を
新
設。

レ
ー

ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
の
マ
リ
ン
シ
ア
タ
ー
で

は
、
天
地
創
造
か
ら
海
と
人
と
の
か
か

わ
り
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
、
ま
た
、

県
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ビ
デ
オ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

3
階
展
望
室
は
淡
い
マ
リ
ン
ブ
ル
ー

と
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
壁
面
に
改
装
し

ま
し
た
。

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
は
昭
和
6
3
年
l
O
月
に

オ
ー
プ
ン
。
こ
の
10
年
間
で
約
2
5
3

万
人
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

大
洸
町
長

小
谷
隆
売

ま
こ
こ
ろ
接
客
で
町
の
魅
力
度
を
ア
ッ
プ

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン ヽ`

一1い
""" 

I!!おおあらい ua 

0
日

ば

認

を

お

使

い

下

さ

い

゜
町
て
は
青
少
年
の
善
意
や
親
切
心

を
の
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
善
行
の
あ

っ
た
青
少
年
に
対
し
善
行
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。

「た
い
へ
ん
困

っ
て
い
る
人
を
助
け

た
」
「
奉
仕
活
動
を
継
続
し
て
続
け
て

い
る
」
「
動
物
、
植
物
を
愛
し
多
く
の

人
達
の
模
範
と
な

っ
て
い
る
」
な
ど
心

優
し
く
み
ん
な
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

小
中
学
生
個
人
1
4
名
と
6
グ
ル
ー
プ
に

善
行
寅
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

菊
池
沙
耶

（磯
小
2
年
）
佐
藤
由
紀
、

小
野
瀬
聡
、
勝
村
泰
＿
郎
、
深
作
健
太
、

大
川
正
博
、
大
塚
友
紀
（
以
上
磯
小
5

年）

吉
田
隆
永
、
佐
藤
穂
奈
美
、
米
J
I
l

理
江
、
大
貫
蒼
、
深
作
愛
、
木
村
冴
香
、

清
宮
有
華

（以
上
夏
海
小
1
年
）

磯
浜
小
飼
育
委
員
会
(

9

名
）
、
祝
町

平
成
9
年
4
月
号
よ
り
A
4
判
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
町
広
報
紙
「
広
報
お

お
あ
ら
い
」
の
保
存
用
フ
ァ
イ
ル
を
町

内
会
長
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
こ
活
用
下
さ
い
。

な
お
、
ま
だ
フ
ァ
イ
ル
が
届
い
て
な

い
世
帯
の
皆
様
は
町
長
公
室

6

(
2
6
7
)
5
l
l
l
内
線
2
1
4

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ヽ
＼

小
6
学
年
(

1

3

名
）
、
大
貫
小
6
学
年

(

6

8

名
）
、
第

＿
中
生
徒
会
、
南
中
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
3
年
生
、
南
中

安
全
委
員
会

善
意
の
輪
を
広
げ
よ
う

(7) 広報おおあらい '98.3.5 



頂
き
し
餞
別
に
文
添
え
あ
り
ぬ
心
働
ま

す
愛
の
ひ
と
言

桜
道
田
部
田
す
す
ほ

〔
評
〕
永
年
の
職
場
、
そ
の
餞
別
に
心

込
る
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

七
人
の
兄
弟
の
皆
健
や
か
に
齢
合
せ
て

五
百
を
越
せ
り
角

＿
二
区
前
原
青
崖

〔
評
〕
兄
弟
七
人
皆
健
在
。
作
者
は
勿

論
の
こ
と
更
に
お
元
気
で
あ
る
よ
う

こ
。
神
域
の
隣
り
に
住
み
て
年
久
し
初
日
に

向
ひ
手
を
合
せ
を
り東
光
台
田
中
勝
枝

〔
評
〕
聖
と
す
る
地
に
隣
り
合
せ
に
住

む
作
者
。
元
旦
の
情
緒
が
出
て
い
る
。

昨
日
ま
で
語
り
い
し
人
今
は
な
く
浄
土

に
あ
り
て
安
ら
に
あ
ら
む

祝
町
三
区
河
野
み
よ

〔
評
〕
こ
の
世
で
は
苦
労
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
友
人
へ
の
想
い
こ
め
た
歌
。

息
が
く
れ
し
シ
ク
ラ
メ
ン
咲
き
香
り
つ

つ
雪
降
る
窓
に
少
女
の
如
し

大
貫
桜
道
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
外
は
寒
い
雪
。
シ
ク
ラ
メ
ン
は

部
屋

＿
杯
に
香
り
を
放
っ
て
い
る
。

大
鍋
に
甘
酒
を
わ
か
し
ふ
る
ま
い
ぬ
寒

き
元
日
の
参
詣
人
に

祝
町
石
澤
き
み

〔
評
〕
「
大
鍋
に
甘
酒
を
」
と
詠
み
あ
げ

た
と
こ
ろ
が
と
て
も
効
い
て
い
る
。 な

の
ひ

●
勝
山
一
美
選

老
人
会
会
長
を
継
ぎ
く
る
る
人
な
く
て

指
折
り
吾
は
交
替
を
待
っ

蔵
前
二
区
田
山
佳
風

〔
評
〕
世
の
中
は
い
ろ
い
ろ
。
長
と
い

こ
だ

う
肩
書
き
に
拘
わ
る
人
の
多
い
の
も

常゚大
雪
の
成
人
式
に
参
加
す
る
晴
着
に
ブ

ー
ツ
ス
ニ
ー
カ
ー
も
ま
た

寺
釜
五
区
堀
野
満
穂

〔
評
〕
テ
レ
ビ
は
様
々
の
姿
を
紹
介
。

大
き
く
様
変
り
し
た
現
代
で
あ
る
。

頬
を
包
む
マ
フ
ラ
ー
透
す
寒
風
に
め
げ

ず
進
め
よ
ウ
ォ
ー
ク
五
千
歩

寺
釜
五
区
米
川
和
子

〔
評
〕
ウ
オ
ー
ク
五
千
歩
と
上
句
が
よ

＜
照
応
し
て
い
て
い
い
歌
で
あ
る
。

＿
年
の
過
ぎ
ゆ
き
早
し
宵
風
呂
に
柚
子

を
浮
か
せ
て
手
足
を
伸
ば
す

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔
評
〕
年
中
息
災
を
願
い
、
柚
子
を
浮

か
せ
る
風
呂
。
冬
至
の
習
慣
で
あ
る
。

新
年
の
大
し
め
縄
を
め
ぐ
ら
せ
る
鳥
居

を
仰
ぐ
心
正
し
て
永
町
一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
新
春
を
迎
え
た
大
鳥
居
。
作
者

も
新
ら
た
な
思
い
で
仰
ぐ
の
で
あ
る
。

わ
が
町
に
巨
船
帆
船
曳
船
の
若
き
頃
に

は
思
い
も
よ
ら
ず
寺
釜
九
区
加
部
東
ふ
み

〔
評
〕
遠
い
日
、
東
築
港

・
西
築
港
が

あ
っ
た
。
そ
の
昔
が
偲
ば
れ
懐
し
い
。

土
地
神
話
う
た
か
た
と
消
ゆ
街
な
か
に

空
地
は
空
地
の
ま
ま
に
雪
積
む

髭
釜
六
区
川
崎
京
子

〔
評
〕
街
の
不
況
情
景
を
雪
に
眼
を
据

え
て
巧
み
。
下
句
、
う
ま
い
歌
で
あ
る
。

ま
ぎ

白
み
初
む
る
空
に
縫
れ
て
烏
二
羽
何
奮

い
合
う
荒
き
鳴
き
声

南
清
水
三
区
広
木
チ
イ

〔
評
〕
上
句
、
下
句
と
も
に
よ
く
観
察

さ
れ
て
い
る
。
い
い
歌
で
あ
る
。

松
に
吹
く
風
寒
く
し
て
洋
上
の
雲
を
染

め
つ
つ
初
明
り
さ
す
蔵

前

三

区

鴨

川

靖

〔
評
〕
写
実
の
眼
が
し
っ
か
り
と
ゆ
き

と
ど
い
た
歌
。
声
調
も
整
っ
て
い
る
。

あ

あ

こ

青
春
を
語
り
て
飽
か
ぬ
吾
娘
な
る
か
電

話
の
声
が
夜
更
け
を
弾
く

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
若
者
達
の
電
話
。
作
者
の
青
春

へ
の
回
想
を
覗
か
せ
て
い
る
。

殻
に
の
こ
る
卵
白
を
頬
に
塗
り
て
み
る

も

は

ほ

美
肌
を
保
ち
し
亡
母
に
な
ら
ひ
て

新
町
六
区
関
根
秀
子

〔評〕

一
読
し
て
心
伝
わ
る
歌
で
あ
る
。

内
容
構
成
と
も
に
具
体
的
で
い
い
。

芽
を
吹
き
て
細
る
馬
鈴
薯
物
置
の
パ
ケ

ツ
の
中
に
年
明
け
を
待
っ

祝

町

二

区

吉

川

和

〔
評
〕
暗
い
物
置
に
、
種
子
馬
鈴
薯
が

芽
を
出
し
て
、
置
か
れ
て
い
る
歌
。

箱
根
越
え
に
二
校
を
抜
き
し
ル
ー
キ
ー

の
ま
ぶ
し
と
も
見
ゆ
脚
の
筋
力

船
渡
一
＿
＿
区
照
沼
と
よ
子

ま
と

〔
評
〕
箱
根
駅
伝
を
し
っ
か
り
と
纏
め

あ
げ
て
詠
ん
で
い
る
。
佳
作
。

好
ま
ざ
る
魚
を
義
姉
が
く
れ
し
も
の
と

う

よ

つ

ま

は

言
え
ば
美
味
そ
う
に
夫
は
食
み
お
り

夏
海
小
野
田
美
佐
恵

〔
評
〕
字
余
り
の
多
い
歌
な
が
ら
、
不

思
議
と
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。

恵泉保育園 「ひな人形」 年中児クラス

恵泉保育園 「ひな人形」3オ未満児クラス

｀ 恵泉保育園 「等身大人形」 年長クラス

l

つ
グ
つ
乙
ギ
マ
ラ
リ
ー

恵泉保育園 「ひな人形」 年少児クラス

ヽ
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贔
「海鳥」 1/250 

高橋和豊

〔評〕波をバックにして動きの速い鳥をバランス

良く見事に捕らえています。

600mm 

「募市 」

4
 

，ヽ
｀

5ヽ

F5.6 

F5.6 1/60 

鈴木 茂

〔評〕この地方独特の正月飾りと人物のバランス

も良く 、粋市の雰囲気が良く出ています。

30~70mm 

フ
ォ
ト
P
H
O
T
O

[講
評
]
萩

谷

茂

三

月

に

な

る

と

気

温

も

上

が

り

、

北

上

す

る

桜

前

線

が

春

を

告

げ

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

私

た

ち

の

ま

わ

り

で

も

小

鳥

の

さ

え

す

り

や

タ

ン

ポ

ポ

の

黄

色

い

花

が

色

を

添

え

、

野

山

も

緑

に

染

ま

り

は

じ

め

ま

す

。

今

月

は

‘

＿

年

を

通

じ

て

花

が

も

っ

と

も

多

く

消

費

さ

れ

る

月

で

す

。

雛

祭

り

（

桃

の

花

と

菜

の

花

）

に

彼

岸

（

菊

、

ス

ト

ッ

ク

、

水

仙

、

キ

ン

セ

ン

カ

）

、

卒

業

式

や

送

別

会

（

チ

ュ

ー

リ

ッ

プ

、

マ

ー

ガ

レ

ッ

ト

、

ス

イ

ー

ト

ピ

ー

、

ユ

リ

、

バ

ラ

な

ど

）

と

、

花

に

親

し

む

機

会

が

多

く

な

り

ま

す

。

さ

て

、

秋

植

ス

し

た

花

壇

や

庭

の

草

花

の

お

手

入

れ

で

す

が

、

ま

す

、

枯

れ

葉

を

取

り

除

き

、

ア

ブ

ラ

ム

シ

が

つ

い

て

い

な

い

か

よ

く

見

て

、

つ

い

て

い

る

場

合

は

オ

ル

ト

ラ

ン

や

工

ツ

バ

キ

季
節
の花
だ
よ
り

花

言

葉

ツ

バ

キモモ

カ

チ

ン

な

ど

を

散

布

し

ま

し

ょ

う

。

ま

た

、

追

肥

を

し

て

水

や

り

の

回

数

を

増

や

す

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

霜

や

強

い

風

に

も

注

意

し

て

新

芽

を

守

っ

て

下

さ

い

。

庭

木

で

枝

の

密

生

し

て

い

る

も

の

は

、

間

引

き

・

枝

す

か

し

を

し

ま

し

ょ

う

。

花

木

（

花

を

咲

か

せ

る

木

）

は

前

年

の

秋

ま

で

に

花

芽

を

つ

け

て

い

ま

す

の

で

花

芽

を

良

く

確

か

め

て

切

り

取

り

ま

し

ょ

う

。

春

植

え

の

苗

は

三

月

中

・

下

旬

の

寒

さ

が

や

わ

ら

い

だ

頃

に

植

ス

ま

し

ょ

う

。

三

月

下

旬

に

は

、

夏

か

ら

秋

に

咲

か

せ

る

一

年

草

の

種

ま

き

の

時

期

で

す

が

、

寒

さ

に

弱

い

も

の

は

四

月

中

旬

ま

で

待

ち

ま

し

ょ

う

。

町

内

の

山

林

を

見

渡

し

ま

す

と

ヤ

ブ

ツ

バ

キ

の

赤

い

花

が

見

ご

ろ

と

な

っ

て

い

ま

す

。

ほ

と

ん

ど

が

自

生

種

で

、

注

意

し

て

見

る

と

自

然

交

配

し

た

形

や

色

の

異

な

る

珍

種

と

出

会

う

こ

と

も

あ

り

ま

す

。

ツ

バ

キ

は

、

挿

し

木

や

実

生

で

簡

単

に

増

や

す

こ

と

が

で

き

ま

す

。

家

庭

で

も

一

輪

楽

し

ん

で

み

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

か

。

「

控

え

め

な

美

点

」

f恋
の
奴
隷
j

（

大

貫

寛

昭

記

）

ー

町

緑

化

推

進

協

議

会

ー
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▲本番さながらの訓練

西光院客殿から出火

延焼中！！

--- .,.、
▲消防職貝の指導を真剣に受ける関係者

磯節の本場『大浣』で
自慢ののどを梱霧

第18回磯節全国大会予選会が2月7日と8日の両日、町文化セ

ンターで行われました。

「水戸を離れて束へ三里波の花散る大洗」と唄われている「磯

節」は、第18代横綱常陸山とともに全国巡業を行った関根安中

氏により広められたものであり、今回の大会にも、県内外から

508名の民謡愛好家が集まり、自慢ののどを披露していました。

民謡の中でも難曲として知られている磯節を熱唱する出場者

に、満席となった会場からは惜しみないたくさんの拍手が送られ

ていました。

厳正なる審査の結果、 30名が選ばれ、本町から出場の9名は、

惜しくも決勝会へ進むことはできませんでした。 2月ll日には、

県民文化センターで決勝会が行われ、伊束千亜紀さん（守谷町）

が優勝されました。

昭和24年奈良県の法隆寺金堂壁画が焼損したことをきっか

けに制定された文化財防火デー (l月26日）に、西光院関係

者や消防署員、消防団員、文化財保護審議委員も参加して防

災訓練が行われました。

訓練は、防災意識を高めようと毎年実施しているもので、

煙草の不始末により客殿内湯沸し室から出火し、カーテンヘ

燃え広がり、客殿全体へ延焼中という想定で訓練が開始。

町消防本部の消防車及び消防団第6分団の消防車が出動し

放水。その後、住職など西光院関係者による消化器の使用方

法などの消化訓練が行われました。

参加した関係者は本番さながらに真剣な表情で訓練に当た

っていました。

現在町内には、票指定19件、町指定5件の文化財がありま

す。これら先人の残した貴重な文化財を守るために、今回の

訓練が火災震災等いざという時の消化活動に役立つことでし

よつ。

▲熱唱する地元大洗町の細野谷昌子さん

'98.3.5 広報おおあらい (l 0) 



▲スタートの合図をする小谷町長

▲海岸道路を一斉にスタートする小学生男子の部

327名ガ
健脚を競ラ！

2月8日、文化センター下の海岸道路（喋道水戸鉾田佐原線）

を周回するコースで第16回大洗マラソン大会が開催されまし

た。

今回は、インフルエンザ（流行性感冒）などのため、各学校

で学級閉鎖、学校閉鎖などが相次いだため、 1週間延期して行

われました。

当日は、心配された雨も早朝に上がり、町内外の児童 • 生徒

を始め総勢327名が参加し、小谷町長の号砲を合図に風邪を

吹き飛ばす熱いレースが展開されました。

各部門の上位入賞者は次のとおりです。

種目 小学4年生男子小学4年生女子 牌5年生男子 /J¥翠5年生女子』＼翠6年生男子 1小学6年生女子 中学校男子

l 位 山本大籍 清水麻美 鯉渕貴志 日中 葵柳岡優希
（翌浜1J1) （爾野1J1) （西I」1) （畏浜／」＼） （大戸I」¥)

2 位I 岡崎貴教 佐藤郁美 岡崎貴教 星あかり 小沼大輝
（佐城1J1) （北川根l」1) （阻浜l」¥) （大戸l」¥) （偲浜I」¥)

3 位| 高橋秀治 野中美紗子 大滝 豪 岡崎秀美 永井友樹
（厨浜1J1) （中根1J1) （大戸l」¥) （佐城I」¥) （大戸I」1)

種目 1中学校女子 高校男子 1 裔校女子 一般男子 一般女子

1位 裔野一美 生井沢祐一 坂本真理 照沼浩昌 服部晶子
（明光中） （土浦日大） （箆磐女） （水戸市） （水戸而）

2位 i」I沼知佳子 桶日真弘 植日藍子 大森好記 本多恵子
（明光中） （水戸工菓） （常昼女） （日立市） （水戸而）

3位I 木村仁美 し 清水舞美
（明光中） （箆磨女）

藤井啄己 I 舘石 II眉子
（ひたちなか而） （大洗町）

1月24日、 25日の2日間、 ベストコンディションの猪苗代ス

キー場で、大洗町こどもスキー教室が開催されました。町内の小

学6年生と中学1年生35名が集い、町体協スキ一部（大貫茂男

部長）の皆さんの指導のもと、思う存分スキーの醍醐味を堪能し

ていました。

昨年より上達した江口君、急ブレーキの練習が楽しかった田上

君、初めてでも曲がれるようになった比佐君、技術だけでなく人

間としての生き方を学んだ桧山君、心身共に成長した米川君、 ド

キドキしながらも滑れるようになった渡辺さん、最上部からの眺

めに感動し余裕で滑り降りた小沼君、靴が合わすに苦しみながら

も急な坂で自信をつけた橋本さん、最初は不安だったが1番上か

ら滑れるようになった栗原君・・ （感想文より）参加者はこの4月

からはそれぞれの中学校で共に学んでいく仲間。この経験が中学

校での生活にも生かせることでしょう。

(l l) 広報おおあらい '98.3.5 

松沢友里恵
（大貫1J1)

罵川雅子
（畏浜lj¥)

米l11和美
（夏海小）

壮年 I 
秋山正己
（桂村）

高野 豊
（日立ffi)

大川重夫
（水戸市）

山日修平
（阻光中）

海老沢良之
（阻光中）

大）II絋平
（菰珂湊中）

親子

小室 忠達男也

（ひたちなかffi)

日野 秀裕人太

（内原町） .... 1位のテープを切る山本大輔君 （磯浜小学校）

柴田（日立市幸幸）義紀

初めての（表Cも私も
みhな濁れた！

， ， 
‘ 

▲先生の後を上手に滑るスキー教室の生徒たち



日
時
／
3
月
2
6
日
（
木
）

①
午
前
9
時
1
1
0
時
30
分

②
午
後
1
時
30
分
1
3
時

場
所
／
大
洗
港
第
4
埠
頭

入
港
艦
／
護
衛
艦
「
て
し
お
」

護
衛
艦
「
ち
と
せ
」

※
今
回
一
般
公
開
す
る
艦
は
、
「
ち
と

せ
」
の
み
で
す

入
・
出
港
／

入
港

3
月
2
5
日
（
水
）

午
後
3
時

3
月
2
7
日

（金）

午
前
8
時

出
港

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

一
般
公
開
に
つ
い
て

'r 

問
合
せ
／
企
画
課
（
内
線
2
2
4
)

児
童
手
当
の
申
請
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

児
童
手
当
は
、
次
代
を
担
う
子
供
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上

•

生
活
の

安
定
を
目
的
に
、

3
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま

す。
手
当
は
申
請
し
た
翌
月
か
ら
支
給
さ

れ
る
の
で
、
早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

支
給
対
象
／
3
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
て
、
前
年
の
収
入
額
が
一
定
未

満
の
方

手
当
額

（月
額
）
／

2
人
目
ま
で

1
人
に
つ
き

5
、
0
0
0
円

3
人
目
以
降

1
人
に
つ
き

1
0
、
0
0
0
円

申
請
方
法
／
役
場
福
祉
課
に
「
児
童
手

当
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

（
用
紙
は
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す）必
要
な
も
の
／
印
鑑
、
申
請
者
名
義
の

銀
行
（
郵
便
局
は
除
く
）
の
預
金
通
帳
、

厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
証
明
書
、
児
童

手
当
用
の
所
得
証
明
書
（
大
洗
町
に
転

入
さ
れ
た
方
の
み
）

問
合
せ
／
福
祉
課
（
内
線
1
5
3
)

こ
利
用
下
さ
い

ろ
う
き
ん
教
育
ロ
ー
ン

(

4

月
30
日
ま
で
）

変
動
金
利

年
3
.
7
2
5
%

固
定
金
利

年
3
.
5
0
%

（
保
証
料
込
み
）

東
京
霜
力
よ
り
防
犯
灯
の
寄
贈
が
あ

防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
10
年
度

県
民
交
通
災
害
共
済
の

加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す

最
高

5
0
0
万
円
、
返
済
期
間
10
年
以

内在
学
中
、
年
1
％
の
利
子
補
給

（
融
資
額
l
o
0
万
円
ま
で
に
対
し
て
）

在
学
資
金
で
も
0
k

私
立
幼
稚
園
、
専
門
学
校
、
予
備
校
も

o
k
 

親
子
リ
レ
ー
返
済
制
度
ス
タ
ー
ト

※
返
済
期
間
5
年
以
内
の
場
合
は
固
定

金
利
の
み
で
こ
利
用
下
さ
い
。

問
合
せ
／
茨
城
票
労
働
金
庫

水
戸
南
支
店

6

(
2
4
8
)
5
7
0
0

こ
の
制
度
は
、
車
両
事
故
は
も
ち
ろ

ん
バ
イ
ク
や
自
転
車
等
に
よ
る
自
損
事

故
に
つ
い
て
も
、

3
日
以
上
の
通
（
入
）

院
し
た
と
き
に
、
共
済
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
る
共
済
制
度
で
す
。
万
一
に
備
え
、

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会
費
／
大
人
9
0
0
円
・
中
学
生
以
下

5
0
0
円

見
舞
金
／
死
亡
ー

0
0
万
円
・
身
障
見

舞
金

5
0
万
円

・
障
害
見
舞
金

2
万
円

¥
3
0
万
円

※
加
入
申
込
み
は
、
「
県
民
交
通
災
害

共
済
加
入
申
込
書
」
（
全
家
庭
に
配
付
）

に
会
費
を
添
え
て
役
場
住
民
課
へ
お
申

込
下
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
（
内
線
1
7
2
.
l

ー

3

)

＼ 
り
ま
し
た
の
で
設
置
希
望
の
あ
る
町
内

会
は
次
に
よ
り
申
込
み
下
さ
い
。

申
込
期
間
／
3
月
末
日
ま
で

設
置
基
数
／
10
基

設
置
条
件
／

①

町
内
会
単
位
で
申
込
み
下
さ
い
。

（
個
人
で
の
要
望
は
で
き
ま
せ
ん
）

②

防
犯
灯
の
管
理
費
（
電
気
料
・
修

繕
費
）
は
町
内
会
の
支
払
い
と
な
り
ま

す
。
③

木
柱
・
支
柱
・
ト
ラ
ン
ス
の
乗
っ

て
い
る
柱
は
不
可
。

申
込
み
及
び
問
合
せ
／

申
請
用
紙
に
よ
り
生
活
環
境
課
交
通

防
災
係
へ
お
申
込
下
さ
い
。
（
内
線
2

4
2
)
 

日
時
／
毎
週
木
曜
日

大
洗
産
の
野
菜

を
食
べ
て
み
て

J
A
婦
人
部
ふ
れ
あ
い
市

“
新
鮮
”

特別弔慰金
平成10年3月31日締切

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金

の請求は、平成10年3月31日まで

です。

相
談
日
／
3
月
13
日
・
2
0
日

・
27日

・

4
月
2
日
・

10
日

場
所
／
商
工
会
館
婦
人
研
修
室

時
間
／
午
後
1
時
30分
i
3
時

※
た
だ
し
、

4
月
2
日
は
、
弁
護
士
が

相
談
（
要
予
約
）
。
相
談
料
は
無
料
で

す。申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会
（
内
線
1

6
0
)
 

心
配
ご
と
相
談

午
前
9
時
＼
午
前
12
時

場
所
／
J
A
大
洗
支
店
前
（
農
協
）

品
目
／
季
節
の
野
菜
等

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
（
内
線
3
4
l
)

◆対象者

戦没者等の死亡当時の3親等内の遺族

（ただし、平成7年4月 1日において、

公務扶助料等を受けているこ遺族がい

る場合は対象になりません）

◆給付内容

額面40万円

◆問合せ

大洗町役場高齢福祉係（内線154)

または茨城県高齢福祉課

合 (224)2628（直）

10年償還の国債

'98.3.5 広報おおあらい (12) 



と＇なりのまちから

水戸地方広域市町村圏協議会

第10回東海さくらまつり

゜とき／4月1日～4月20日

午後9時まで

ところ／阿漕ヶ浦公園

主な内容／4月5日 （日）弓道大会

4月12日（日）フレッシュクイーン東海コンテスト、

演芸大会 （カラオケ・ 詩吟 ・日本舞踊 ・民謡 尺八）、

野点茶会、写真撮影会、琴演奏会、子供広場

問合せ／東海村観光協会 （経済課内）

合 (282)1711 （内線1437)

うりづら八重桜まつり
とき／4月下旬～5月上旬

ところ／静峰ふるさと公園

〇夜桜や各種イベントを開催

問合せ／瓜連町観光協会fl(296) l l l l 

呵

春を告げる可憐な花を ≪置□D
お楽しみ下さい 『かたくりの里J
内原町北部、有賀地区にある「かたくりの里」は、

人里近くでは見ることが難しくなった「かたくり」の

群生地です。毎年4月上旬になると、赤紫色をしたう

つむき加減の可憐な花が咲き、訪れる人々の目を楽し

ませています。

なお、開花期間中は、地元の農産物などの直売を行

う「かたくり市」も開かれます。

問合せ／内原町役場企画課合(259)2211（内線48)

あたご天細蘇スカイロッジ、□□9
愛宕山にあるスカイロッジは、ヒノキ材を使用した

本格的なログハウスの宿泊施設です。

眺望がすばらしい広場でのバーベキューや、ハイキ

ングが楽しめます。ファミリーや若者の手軽なアウト

ドアレジャーの拠点。

◎定員4人、 6人、 12人の3タイプ計10棟

冷暖房、バス、 トイレ、キッチン等完備

◎予約受付 利用したい日の、 2ヶ月前の月初めから予

約可能

申込み・問合せ スカイロッジ管理甲務局

fl0299 (45) 6622 

岩間町役場商工観光課

合 0299(37) 661 l 

平
成

10年
度
町
奨
学
生
募
集

町
で
は
、
優
良
な
生
徒
、
ま
た
は
学

生
で
あ
っ
て
、
経
済
的
理
由
で
就
学
が

困
難
な
方
に
対
し
て
、
奨
学
資
金
の
給

付

．
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

資
格
／
町
内
に

1
年
以
上
お
住
ま
い
の

方
の
子
ど
も
で
、
高
等
学
校
（
国
立
高

等
専
門
学
校
を
含
む
）

・
大
学
(

4

年

制
）
に
4
月
に
入
学
さ
れ
る
方
。

奨
学
金
の
額
／
高
校
生
（
国
立
高
等
専

門
学
校
を
含
む
）
月
額
9
、
0
0
0
円

（
信
還
な
し
）
大
学
生
月
額
3
0
、
0

0

0
円
(

2

分
の
1
償
還
）

募
集
人
数
／
高
校
生
5
名
（
中
学
校
長

の
推
薦
が
必
要
で
す
。
）
大
学
生

2
名

受
付
期
間
／
3
月
2
5
日
（
水
）
か
ら

4
月
1
5
日
（
水
）
ま
で

※
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
内
線
3
5
l
)

受
付
時
期
／
4
月
8
日
（
水
）
1
5
月

1
5
日
（
金
）

応
募
資
格
／
2
2
歳
以
上

26
歳
未
満
で
大

学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
。

試
験
／
1
次
6
月
6
日
（
土
）

6
月
7
日
（
日
）
筆
記
式

操
縦
適
性
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の

み）2
次
7
月
7
日
（
火
）
1
9
日
（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
日

3
次
8
月
1
6
日
（
日
）

1
2
8
日
（
金
）

の
う
ち
指
定
す
る
日
（
飛
行
要
員
希
望

者
の
み
）

合
格
発
表
／

9

月
1
0
日（
木
）
予定
（
陸
上
•
海
上
）

9
月
1
8
日
（
金
）
予
定

（
航
空
）

入
隊
時
期
／
平
成
1
1
年

4
月
上
旬

問
合
せ
／
自
衛
隊
茨
城
地
方
連
絡
部

6

(
2
3
l
)
3
3
1
5
 

働
き
な
が
ら
学
べ
る
通
信
制

県
立
水
戸
南
高
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集
＂
＂

応
募
資
格
／
①
漂
内
に
居
住
又
は
勤
務

し
て
い
る
方
。
②
中
学
校

（
ま
た
は
こ

れ
に
準
す
る
学
校
）
を
卒
業
、
ま
た
は

今
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
方
。

願
書
受
付
／
3
月
3
日
（
火
）

1
2
7
日

（
金
）
（
3
月
4
日
（
水
）
・
1
4
日
（
土
）

と
日

・
祝
日
を
除
く
）
受
付
時
間
は
午

前
9
時

1
午
後
5
時

（
土
曜
日
正
午
ま

で）※
願
書
は
、
水
戸
南
高
校
で
直
接
お
受

け
取
り
に
な
る
か
、
1
9
0
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
郵
送

-
T
3
1
0
|
0
8
0
4
 

水
戸
市
白
梅
2
1
1
0
|
l
O

県
立
水
戸
南
高
校
6

(
2
4
7
)
4
2

■休
館
日

3
月
9
日
（
月
）
・
1
6
日
（
月
）

2
1
日
（
土
）

・
2
3
日
（
月
）

4
月

6
日
（
月
）

・
1
3
日
（
月
）

■貸
出
時
間

午
前
9
時
3
0
分
＼
午
後
4
時
3
0
分

■貸
出
期
間

2
週
間
l
人
3
冊
ま
で

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

8

4

 

請
求
し
て
下
さ
い
。

願
書
請
求
・
問
合
せ
／

小
峰
雹
店

ひ
も
は
と
ち
ゅ
う
で
つ
ぎ
た
さ
れ
て

い
る
し
、
底
は
す
っ
か
り
へ
っ
て
い

る。

お
も
て
の
布
地
は
、
緑
っ
ぽ
い

灰
色
で
、
ボ

□ポ
ロ
。
青
か
び
チ
ー

ズ
に
そ
っ
く
り
。

お
ま
け
に
に
お
い

ま
で
お
ん
な
じ
だ
。
で
も
、
こ
の
魔

法
の
迎
動
ぐ
つ
さ
え
あ
れ
ば
、
バ
ー

シ
ー
み
た
い
に
な
れ
る
ん
だ
！

ち
ょ
っ
と
エ
ッ
チ
で
、
な
ん
だ
か
泣

け
て
く
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
少
年
時

代。

つ

万
分

氏

i
i
-

講
談
社

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
！
」
「
わ
が
子

は
大
丈
夫
？
」
い
じ
め
、
自
殺
、
殺

人
ー
子
ど
も
が
ら
み
の
事
件
が
起
こ

る
た
び
に
親
の
口
か
ら
出
る
言
葉
。

心
配
し
て
も
し
き
れ
な
い
子
ど
も
が

置
か
れ
た
現
状
と
心
の
内
側
を
、
教

育
の
エ
キ
ス
バ
ー
ト
が
分
析
し
、
そ

の
対
処
法
を
明
ら
か
に
す
る
。

パ
ー
シ
ー
の
廣
法
の
連
勁
ぐ
つ

ウ
ル
フ
・
ス
タ
ル
ク

・
作

菱
木
晃
子
・
絵

は
た
こ
う
し
ろ
う

・
絵

尾
上
進
勇

•

著

親
も
知
ら
な
い
f
ど
も
の
IE
体

R

書

紹

介

(13) 広報おおあらい '98.3.5 



ア
金／ 

5....、
シ

／
し
戸
’ド

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

平
成
10
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し
て
下
さ

ヽ
ー
。し

な
お
、
土
地
の
評
価
額
は
、
原
則
と

し
て
基
準
年
度
（
平
成
9
年
度
）
の
評
価

額
を

3
年
間
据
え
置
き
ま
す
が
、
平
成

9
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
地
価
の

下
落
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
平
成

10
年
度
評
価
額
の
修
正
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
／
3
月
1
日
（
日
）
1
2
0
日

（
金
）
（
土
・
日
を
除
く
）

時
間
／
午
前
9
時

1
午
後
5
時

場
所
／
税
務
課

対
象
／
資
産
の
所
有
者
、
納
税
管
理
人

及
び
こ
れ
ら
の
代
理
の
方

用
意
す
る
も
の
／
印
鑑
（
代
理
の
方
は

所
有
者
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
）

問
合
せ
／
税
務
課
（
内
線
ー
4

3

4
4
)
 

, / 

平
成
10
年
度
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

が
ん
の
お
そ
ろ
し
さ
を
認
識
し
、
ご

家
庭
の
中
に
検
診
対
象
者
が
い
る
場
合

は
、
必
す
受
診
し
て
下
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す

4
月
か
ら
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険

料
を
こ
指
定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
納

付
す
る
口
座
振
替
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
納
め
忘
れ
の
心

配
や
、
納
期
こ
と
に
金
融
機
関
へ
行
く

必
要
が
な
く
な
り
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

お
取
り
扱
い
は
、
郵
便
局
を
の
ぞ
く

町
内
の
各
金
融
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
預
金
通
帳
と
通
帳
届

出
印
、
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
こ
持

参
の
う
え
、
口
座
振
替
依
頼
書
（
金
融

機
関
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
金
融
機
関
で
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
振
替
開
始
は
申
込
み
を
し
た

月
の
翌
月
の
納
期
分
か
ら
と
な
り
ま
す

の
で
、
4
月
か
ら
振
替
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、

3
月
中
に
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

保
険
料
納
付
は

「口
座
振
替
j
で
11"

■受
付
時
間
／
13
．
0
0
1
1
4
{
0
0
ま
で

■申
込
み
／
4
月
2
日
ま
で
(

1

日
50

検

診

日

4
月
13
日
（
月
）

4
月
14
日
（
火
）

4
月
15
日
（
水
）

場

所

保
健
セ
ン
タ
—

保

健

セ

ン

タ

ー

保

健

セ

ン

タ

ー

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

(50
歳
以

上
の
女
性
）

4 4 4 4 
検

易易： 易
日 日 日 日

込診

＾ 月ヽ ＾ 水`  ^  火ヽ ＾ 月ヽ 日
保 保 保 保 場

健 健 健 健 所
セセセセ
ンンンン
夕 夕 夕 夕

I | I I 

大
腸
が
ん
検
診

■申
込
み
／
検
査
容
器
配
布
期
間

4
月
3
日
1
5
月
22
日

■申
込
み
場
所
／
検
査
容
器
配
布
場
所

胃
が
ん
・
子
宮
が
ん

・
乳
が
ん
検
診

会
場
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー

■検
便
持
参
日
及
び
場
所

4

月

2
7日
（
月
）
•
5

月

2
7日
（
水
）

保
健
セ
ン
タ
ー

■検
査
方
法
／
便
潜
血
反
応
検
査

各
検
診
共
通
事
項

•
各
検
診
と
も
無
料
（
但
し
、
乳
房
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
は
5
0
0
円）

.40
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
「
健

康
手
帳
」
を
必
す
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

．
詳
し
く
は
、
全
世
帯
配
布
の
チ
ラ
シ

を
こ
覧
下
さ
い
。

・
検
診
の
問
合
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
ー
2
4
)
へ

●大洗文化センター●

視
触
診
の
み

(30
歳
以
上
の
女
性
）

合266-2442

■受
付
時
間
／
6

．
3
0
¥
8

■対
象
者
／
40歳
以
上
の
方

■申
込
み
／
3
月
23
日
ま
で
(

1

日
75

名
で
締
切
り
）

■検
診
の
際
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌

着

・
ト
レ
パ
ン
を
着
用
し
て
下
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

00
ま
で

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 
検

塁翡昴翡昆翡肩りりり
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 診

＾ 木ヽ ＾ 火.--・ ＾ 日ヽ＾ 木`  ^  •月-• ＾ 木•- • ＾ 水ヽ＾ 火ヽ ＾ 月ヽ＾ 金ヽ 日， 嬰， I ＇ 
; 
; >
角

贔！ 舟
場

I A 

百 >， 所
ン ン
晉夕 夕
晉I | 
晉 豆包
ン

空所
夕
| 

5 5 5 5 5 5 4 
検

翡翡りりg り翡
日 日 E3 日 日 日 日 診

曇`金―̀  木・ヽ→一 • 金ヽヽ ｀ •木一・
9 ̂水-—. “ 一^  金 ＾ 木ヽ 日， 

昌>嬰>堀， 角上場

咀所

I ， ン

閲眉
ン
晉夕 夕

I | 

＾ 
ツ>晉

胃
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

■受
付
時
間
／
12
｛

3
0
1
1
3
3
0
ま
で

■対
象
者
／
30
歳
以
上
の
女
性

■申
込
み
／
4
月
22
日
ま
で
(

1

日
ー

2
0
名
で
締
切
り
）

名
で
締
切
り
）
前
年
に
受
診
さ
れ
た
方

は
視
触
診
の
み

月日 爾催事内容 開始時闊 開催場所 主催 入場方法

l4土映画上映会 10:30~ ホールB豆抄卜う賊 有料

15 日民謡民舞発表会 12:00~ II 芯葛痣朗 無料
3 
運転免許更新時講習会 9:00~ 大会晨室 点校薮翠 関係者
27 金

13:00~ 補聴器説明相談会 II 臨課楠賑器 II 

町の人口と世帯
(2月1日現在）

人口 20.338人 (-ll) 

男 10.034人 (-10)

女 10.304人(- l) 

世帯数 6,602戸 (+ l) 

転入 52人 転出 49人

出生 lO人 死亡 24人

国民年金
(3月分）

納期は

3月31日迄です。
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月 日 曜 事業名 対象者 受付実施時間

火
機能回復訓練 障害をもった方で椴能訓練が必要な方 9:00~l 1:00 

17 
親と子の虫歯予防教室 1歳児の幼児及び母親 13:00~14:00 

18 水 三種混合接種 生後3カ月～90カ月未満の乳幼児 13: 15~14:00 

3 
19 木 3歳児健診 滴3歳に達した幼児 13:00~14:00 

20 ノ-、1‘,・ 機能回復訓練 隙害をも'.)tこ方で機能調練が必要な方 9:00~11 :00 

24 火 機能回復訓練 ケ 9:00~11 :00 

木
| El i呆相談 老人医療受給券新規交付者 9:00~11 :30 

26 
'I. 魯3カ）l 1カ）l の見隠乳児他診 1t 6カ） 7カ）の 13:00~14:00 

27 金 機能IIl1復訓練 腐害をもった）iで楼能訓練が必要な方 9:00~11:00 

3J 火 機能佃復訓練 ク 9:00~11 :00 

2 木 IJ親教室G) 妊娠6カ）j～8カ）jの初産の方 10:00~11:30 

3 金 機能阿復訓紬 |;i I・iI ,'りを::iも/h？1た, 衣で繋,Jll~l！が必＇見な｝j 13:00~15:00 (JI .Jll 
4 
6 Jj 1 :J: J’・十ll談 /:J：親及び乳幼兄 9:30~11:00 

7 火 機能1可復fJII綽 腐害をもった）iで機能訓練が必要な）i 9:00~11:00 

8 水 1歳6カ）j他診 悩l歳6カ）jに逹した幼児 13:00~14:00 

9 本 て．種混合接種 生後3カ）l～90カ月未憐の乳し幼児 13: 15~14:00 

ノJ]I: 
i幾nも111|f及訓1紬 枠店をもったJiで概能汎綽が必要な方 9:00~11:00 

l O 
/:J：親教室⑨ 妊娠6カ）j～8カ）位）ヤJJ産の方 13:30~15:30 

14 火 機能In!復訓練 梵店をもった）iで慨能汎雑が必要な）i 9:00~11:00 

16 木 /:J：親教芹唸） 妊販6カ）l～8カ）Jo)礼JJli[0))] 10:00~14:00 

アイドIL!

ひろはら りさ

広原 理沙ちゃん

（永町16の3 l歳2ケ月）

●父浩一

●母早苗

理沙は、ババとママにた＜

さんの幸せを運んで来てく

れた天使です l

----— — — さかもと ゆうだい

坂本雄大くん

（金沢町3区 11ケ月）

●父 純治

●母 智子

2人の兄にも可愛がられ甘え

ん坊です。

がん検診を
受けましょう

今
月
は
、
も
う
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
「
が
ん
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
す
で
に
こ
存
知
の
と
お
り
噌
が

ん
」
は
死
因
の
第
1
位
で
そ
の
数
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

体
の
中
の
細
胞
が
、

「が
ん
細
胞
」
に
変
わ

り
早
期
が
ん
と
診
断
さ
れ
る
ま
で
に
は
一
般
的

に
10130
年
く
ら
い
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
「
が
ん
」
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
こ
の
期
間

を
ど
の
よ
う
に
過
こ
す
か
に
か
か
っ
て
く
る
わ

け
で
す
。
そ
こ
で

す。

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
近
を
と
る

食
品
の
中
に
は
発
が
ん
物
質
を
含
む
食

品
と
発
が
ん
物
質
を
抑
え
る
食
品
と
が
あ

る
の
で
、
ま
ん
べ
ん
な
く
食
べ
る
こ
と
で

相
殺
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
同
じ
食
品
を
繰
り
返
し
食
べ
な
い

自
然
食
品
を
含
め
て
食
物
の
中
に
は
ご

く
微

mの
発
が
ん
物
質
を
含
む
も
の
が
あ

り
ま
す
。
好
物
だ
か
ら
と
い
っ
て
毎
日
同

じ
食
物
を
食
べ
る
の
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
食
ぺ
す
ぎ
に
注
意
！

短
い
時
閥
に
た
く
さ
ん
食
べ
る
と
そ
れ

だ
け
内
に
負
担
が
か
か
り
、
胃
が
ん
発
生

誘
因
に
な
り
ま
す
。

④
深
酒
し
な
い

強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
食
堂
が
ん
や
口

腔
が
ん
を
誘
発
し
ま
す
。

⑤
タ
ハ
コ
の
「
タ
ー
ル
」
に
含
ま
れ
て
い

る
発
が
ん
物
質
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
と
け

や
す
い
の
で
、
飲
み
な
が
ら
の
喫
煙
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

R
食
ぺ
物
で
ピ
タ
ミ
ン

A
、
C
、
E
と
食

物
繊
維
を
と
る

ピ
タ
ミ
ン

A
`
C
、
E
に
は
発
が
ん
物

質
の
働
き
を
押
さ
え
る
効
果
が
あ
り
ま
す

力
ん
・
か
ら
身
を
守
る
1
2
か
条
で

（
 

照
山

美
樹

B〉_-=-a 

の
で
、
魚
肉
類
や
緑
黄
色
野
菜
、
果
物
を

積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
物
繊
維
は
大
腸
が
ん
を
予
防

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑦
塩
辛
い
も
の

．
熱
い
も
の
を
さ
け
る

食
塩
の
と
り
過
ぎ
や
熱
い
も
の
は
、
胃

が
ん
発
生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

⑧
ひ
ど
く
コ
ゲ
た
も
の
は
食
べ
な
い

魚
や
肉
の
コ
ゲ
は
、
発
が
ん
性
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ゲ
目
を
つ
け

る
程
度
な
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
焼
き
烏

・
焼
き
肉
な
ど
タ
レ

を
つ
け
て
焼
く
と
発
が
ん
性
が
抑
え
ら
れ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑨
カ
ピ
の
は
え
た
も
の
は
食
べ
な
い

特
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
や
と
う
も
ろ
こ
し
の

カ
ビ
は
、
肝
臓
が
ん
発
生
の
原
因
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
過
労
を
避
け
、
適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
が
ん
細
胞
に
対
す
る
抵
抗
力
•
免
疫
力

を
維
持
す
る
た
め
に
過
労
は
避
け
、
適
度

な
ス
ポ
ー
ツ
で
健
康
を
維
持
し
ま
し
ょ

う。⑫
体
を
清
潔
に
す
る

が
ん
細
胞
が
増
殖
す
る
の
を
止
め
る
に

は
、
何
よ
り
も
ま
す
発
が
ん
物
質
を
体
内

に
と
り
い
れ
な
い
、
ま
た
原
因
と
な
る
悪

い
生
活
習
慣
を
遠
ざ
け
る
こ
と
で
す
。
し

か
し
今
の
段
階
で
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

不
可
能
な
の
で
、
年
に
一
度
は
検
診
を
受

け
て
、
早
期
発
見

・
早
期
治
療
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
今
年
も
4
月
か
ら
胃
が
ん
検

診
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
す
す
ん
で
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
保
健
婦
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シ／、豚館の1中居9入
チ“ 心応ぷ溢＆•~. 、さ

アユ
アユは「清流の魚」のイメージが強い魚ですが、比較的

汚れにも強く、たくましい魚です。寿命は普通l年で秋に
dヽ

産卵期を迎えます。晩秋に川で孵化した仔魚は海へ下り、

ブランクトンを食べて成長しますが、春になると）1|に上り

JI|底の石に付いたコケを削り取って食べるようになりま

す。漢字では「香魚」と書かれ、スイカのような香りがし

ます。天然のアユではこの香りが強く、養殖されたアユよ

りも珍重されています。川上を目指すアユが堰などで止め

られ集まると岸からでも匂いが分かるほどです。
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